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熊野の山中に、
幻の漂泊民を追う！
山窩（さんか）とならび、その実像が謎に包まれ
る漂泊民・木地屋（きじや）。いにしえより、良木
を求め、山々を渡り歩きながら椀や盆を作った。
ロクロを発明したとされる惟喬親王を祖に持ち、天皇の綸旨（命
令書）を携え、どの山でも八合目以上なら原木切り取りの特権
が与えられていたともされる。

熊野在住の元新聞記者の著者が、木の国・紀伊の深い森にかす
かに残された木地屋の足跡、言い伝えをたどり、近代の訪れと
ともに消えてしまった木地屋の幻影を追った一冊。

近代の記憶 民俗の変容と消滅／野本寛一
半世紀近く日本を歩き続けた民俗学者が聞き取った
失われた民俗の記憶。
最後の木地師が送った人生、電気がもたらした感動と変化、戦争にまつ
わる悲しい民俗、イロリの消滅など、人びとの記憶に眠る民俗の残像を、
褪色と忘却からすくいだし、記録として甦らせる。
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